
(57)【要約】

【課題】柔軟性が高く、構造がシンプルであり、安全性

も高い面状発熱シートとその製造方法を提供する。

【解決手段】炭素繊維１２ａを絶縁性フィルム１４の表

面に一様に散在させた炭素繊維層１２を設ける。炭素繊

維層１２をさらに他の絶縁性フィルム１８により被覆す

る。炭素繊維層１２の絶縁性フィルム１４の両端縁部に

、金属箔の電極２０を各々設ける。炭素繊維１２ａは、

絶縁性フィルム１４の表面の接着剤１６にほぼ一層で互

いに隙間を有してまばらに散在している。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
炭 素 繊 維 を 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 に 一 様 に 散 在 さ せ た 炭 素 繊 維 層 を 設 け 、 こ の 炭 素 繊 維 層 を
さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム に よ り 被 覆 し 、 上 記 炭 素 繊 維 層 の 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 両 端 縁 部
に 金 属 箔 の 電 極 を 各 々 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 面 状 発 熱 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 炭 素 繊 維 は 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 の 接 着 層 に ほ ぼ 一 層 で 互 い に 隙 間 を 有 し て ま ば ら
に 散 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 面 状 発 熱 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 に 接 着 剤 を 設 け 、 一 様 に 炭 素 繊 維 を 散 在 さ せ て 隙 間 を 有 し た 薄 い 炭 素
繊 維 層 を 形 成 し 、 上 記 炭 素 繊 維 層 の 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 両 端 縁 部 に 金 属 箔 の 電 極 を 各 々 設
け 、 上 記 炭 素 繊 維 層 に さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 面 状 発 熱 シ
ー ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 炭 素 繊 維 は 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 の 接 着 層 に ま ば ら に 互 い に 隙 間 を 有 し て 散 在 す る
よ う に 吹 き 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 面 状 発 熱 シ ー ト の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 電 熱 に よ る 暖 房 や 加 熱 、 保 温 に 使 用 さ れ る 面 状 発 熱 シ ー ト と そ の 製 造 方 法 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ４ ７ ０ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ３ ２ ５ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － ２ ６ ０ ０ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ９ － ３ ２ ０ ７ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ７ ６ ７ ５ 号 公 報
従 来 、 ホ ッ ト カ ー ペ ッ ト 等 に 用 い ら れ る 面 状 発 熱 体 は 、 例 え ば 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ る よ
う に 、 炭 素 繊 維 混 抄 発 熱 シ ー ト 体 を 備 え た も の が あ っ た 。 こ の 炭 素 繊 維 混 抄 発 熱 シ ー ト 体
は 、 パ ル プ と 炭 素 繊 維 を 混 ぜ て 抄 紙 し 、 炭 素 繊 維 混 抄 紙 を 形 成 し 、 こ の 両 端 部 に 金 属 箔 に
よ る 電 極 を 取 り 付 け て 発 熱 シ ー ト 体 と し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 技 術 の 場 合 、 炭 素 繊 維 混 抄 紙 を 形 成 す る た め に 、 炭 素 繊 維 と パ ル プ を 混 ぜ て 抄
紙 す る 工 程 を 必 要 と し 、 工 程 が 複 雑 で あ り コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 炭
素 繊 維 混 抄 紙 を 絶 縁 性 フ ィ ル ム 間 に 挟 ん だ 状 態 で の 発 熱 シ ー ト 体 は 剛 性 が 高 く な り 、 フ ィ
ル ム ２ 枚 を 重 ね た 場 合 と 比 べ て 柔 軟 性 が 低 く 利 用 範 囲 が 限 ら れ る も の で あ っ た 。 ま た 、 パ
ル プ を 混 合 し た 抄 紙 で あ る た め 、 炭 素 繊 維 に よ り 温 度 が 高 く な る と 、 炭 化 し た り 燃 え る 恐
れ も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 従 来 の 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 柔 軟 性 が 高 く 、 構 造
が シ ン プ ル で あ り 、 安 全 性 も 高 い 面 状 発 熱 シ ー ト と そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 炭 素 繊 維 を 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 に 一 様 に 散 在 さ せ た 炭 素 繊 維 層 を 設 け 、 こ の
炭 素 繊 維 層 を さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム に よ り 被 覆 し 、 上 記 炭 素 繊 維 層 の 上 記 絶 縁 性 フ ィ
ル ム 両 端 縁 部 に 金 属 箔 の 電 極 を 各 々 設 け て な る 面 状 発 熱 シ ー ト で あ る 。 上 記 炭 素 繊 維 は 、
上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 の 接 着 層 に ほ ぼ 一 層 で 互 い に 隙 間 を 有 し て ま ば ら に 散 在 し て い る
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。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た こ の 発 明 は 、 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 に 接 着 剤 を 設 け 、 一 様 に 炭 素 繊 維 を 散 在 さ せ て 隙 間
を 有 し た 薄 い 炭 素 繊 維 層 を 形 成 し 、 上 記 炭 素 繊 維 層 の 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 両 端 縁 部 に 金 属
箔 の 電 極 を 各 々 設 け 、 上 記 炭 素 繊 維 層 に さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム を 接 合 す る 面 状 発 熱 シ
ー ト の 製 造 方 法 で あ る 。 上 記 炭 素 繊 維 は 、 上 記 絶 縁 性 フ ィ ル ム 表 面 の 接 着 層 に 、 ま ば ら に
互 い に 隙 間 を 有 し て 散 在 す る よ う に 吹 き 付 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３ は こ の 発 明 の 一
実 施 形 態 を 示 須 も の で 、 こ の 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト １ ０ は 、 導 電 性 を 有 し た 炭 素 繊 維
層 １ ２ を 有 す る 。 炭 素 繊 維 層 １ ２ は 、 Ｐ Ｅ ， Ｐ Ｐ ， Ｐ Ｅ Ｔ 等 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム １ ４ の 表 面
で 隙 間 を 有 し て 一 様 に ま ば ら に 散 在 し て い る 。 絶 縁 性 フ ィ ル ム の 表 面 に は 接 着 剤 １ ６ が 設
け ら れ 、 炭 素 繊 維 １ ２ ａ は こ の 接 着 剤 １ ６ の 接 着 層 に 付 着 す る と と も に 、 繊 維 同 士 は 互 い
に 一 部 で 接 触 し て い る 。 こ の 炭 素 繊 維 層 １ ２ は 、 さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム に １ ８ に 接 合
さ れ 被 覆 さ れ 、 炭 素 繊 維 層 １ ２ の 両 面 が 絶 縁 状 態 で 被 覆 さ れ て い る 。 こ こ で 、 炭 素 繊 維 は
、 例 え ば 長 さ が ６ ～ ３ ０ ｍ ｍ 、 直 径 が ５ ～ １ ５ μ ｍ で あ る 。 炭 素 繊 維 層 １ ２ 側 の 絶 縁 性 フ
ィ ル ム １ ４ の 両 端 縁 部 に は 、 銅 箔 等 の 金 属 箔 の 電 極 ２ ０ が 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト の 製 造 方 法 は 、 炭 素 繊 維 層 １ ２ を 形 成 す る 炭 素 繊 維 １ ２ ａ
を 、 接 着 剤 １ ６ が 塗 布 さ れ た 絶 縁 性 フ ィ ル ム １ ４ の 表 面 に 吹 き 付 け 等 に よ り 広 く 薄 く ま ば
ら に 散 在 さ せ 、 炭 素 繊 維 間 の 隙 間 ２ ２ が 形 成 さ れ る よ う に ま く 。 こ の 後 、 絶 縁 性 フ ィ ル ム
１ ４ の 炭 素 繊 維 層 １ ２ の 一 対 の 両 端 縁 部 に 、 銅 箔 等 の 金 属 箔 の 電 極 ２ ０ を 各 々 接 着 す る 。
さ ら に 、 上 記 炭 素 繊 維 層 １ ２ に さ ら に 他 の 絶 縁 性 フ ィ ル ム １ ８ を 接 着 剤 １ ６ 等 で 接 合 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 面 状 発 熱 シ ー ト １ ０ の 用 途 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 床 暖 房 等 の 発 熱 マ ッ ト ３ ０ や 、 フ
ロ ア パ ネ ル 、 壁 パ ネ ル 、 ホ ッ ト カ ー ペ ッ ト 等 の 住 宅 用 ま た は 建 築 用 材 料 に 利 用 さ れ る 。 図
３ の 発 熱 マ ッ ト ３ ０ は 、 面 状 発 熱 シ ー ト １ ０ を 基 材 ３ ２ 上 に 設 け 、 電 極 ２ ０ を コ ネ ク タ ３
４ に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ３ ４ は 、 配 線 ３ ６ を 介 し て コ ン ト ロ ー ラ ３ ８ に 接 続 さ れ る
。 コ ン ト ロ ー ラ ３ ８ は プ ラ グ ４ ０ に よ り 、 商 用 電 源 の コ ン セ ン ト に 接 続 さ れ る 。 面 状 発 熱
シ ー ト １ ０ の 表 面 側 に は 、 カ ー ペ ッ ト 材 ４ ２ が 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト １ ０ に よ れ ば 、 薄 い 絶 縁 性 フ ィ ル ム １ ４ ， １ ８ に 炭 素 繊 維
１ ２ ａ が 隙 間 を 有 し て 薄 く 散 在 し て い る だ け で あ り 、 シ ー ト 自 体 の 柔 軟 性 が 高 く 、 し か も
一 対 の 電 極 ２ ０ を 残 せ ば 任 意 の 位 置 及 び 形 状 に 切 っ て 、 発 熱 シ ー ト そ し て 利 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 こ の 発 明 の 面 状 発 熱 シ ー ト は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 炭 素 繊 維 層 １ ２ と 絶 縁
性 フ ィ ル ム １ ４ ， １ ８ と の 間 に さ ら に 他 の 層 が 積 挿 さ れ て い て も 良 い も の で あ る 。 ま た 、
融 雪 装 置 と し て 、 地 中 や 建 築 物 、 構 造 物 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 面 状 発 熱 シ ー ト と そ の 製 造 方 法 は 、 簡 単 な 構 造 で 容 易 に 面 状 発 熱 シ ー ト を 形 成
す る こ と が で き 、 柔 軟 性 も 高 い も の で あ る 。 ま た 構 造 が 簡 単 で あ り 、 製 造 が 容 易 で 安 全 性
も 高 い も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 実 施 形 態 の 面 状 発 熱 シ ー ト を 用 い た 発 熱 マ ッ ト の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 面 状 発 熱 シ ー ト
１ ２ 　 炭 素 繊 維 層
１ ２ ａ 　 炭 素 繊 維
１ ４ ， １ ８ 　 絶 縁 性 フ ィ ル ム
１ ６ 　 接 着 剤
２ ０ 　 電 極

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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